
第 二 十 三 章   河 越 館 の春  －  幼 馴 染  

 

翌 日 、 吉 次 一 行 は鎌 倉 を出 発 し た 。 吉 次 の家 人 の他 の 同 行 者 は も う す

でにほ と ん どいな く な り 、 数 名 を残 すだけ にな っ てい る 。 これか ら は 、鎌 倉 街 道 を

通 って武 蔵 国 府 まで行 き 、 そ こか ら 東 山 道 武 蔵 路 を経 由 し て 、 東 山 道 の本

道 に入 り奥 州 平 泉 に向 か う 。  

東 山 道 武 蔵 路 を北 上 すれば 、必 然 的 に河 越 館 の脇 を通 る事 になる 。  

郷 子 は 、 河 越 館 に よ る べ き か ど う か 真 剣 に思 い悩 んだ 。 義 経 誅 殺
ち ゅ う さ つ

の命 令

を拒 んだため に領 地 の半 分 は没 収 さ れ 、 父 と 兄 は 、 館 で 蟄 居
ち っ き ょ

を命 じ ら れ てい

る 。義 経 の妻 郷 子 が寄 れば迷 惑 が掛 かるのは必 定 だった 。 だが 、何 に も ま し て

郷 子 は 、 家 族 に会 い たか っ た 。 義 姫 を家 族 に見 せたか っ た 。 そ の強 い思 い は

理 性 では抑 え られなかった 。  

（ ど う し て も家 族 に会 いたい ）  

し か も 、 い ま 奥 州 平 泉 に行 っ て も 、 大 江 広 元 の計 画 通 り と すれば義 経 は ま

だ到 着 していないだろ う 。  

志 乃 に河 越 に残 る事 を薦 める と 、一 緒 に奥 州 平 泉 に行 く と言 う 。 貧 しい武

士 に と っ て出 戻 り は食 い扶 持 が増 えて迷 惑 なのだ 。 し か し 、 そ う 言 う 一 方 で志

乃 もやは り年 老 いた両 親 には一 目 会 っ てお きたい よ う だ っ た 。武 蔵 国 府 に着 く

前 に 、郷 子 は 、志 乃 に先 を急 いで も らい 、可 奈 に会 って河 越 館 の様 子 を聞 い

ても ら う よ う に した 。志 乃 は 、数 日 後 に戻 ってきた 。  

「 可 奈 に会 えた？ 」  

郷 子 は 、顔 を合 わせる と直 ぐ に聞 いた 。  

「 可 奈 さ ん は 、 郷 姫 が近 く ま で 戻 っ て き て い る と 聞 い て興 奮 さ れ て い ま し た 。 ぜ

ひ 、 会 いたい と 。 ただ 、 お館 の様 子 がおか し いので 、 八 重 と相 談 し て 、取 り 敢 え

ず八 重 の家 の使 っ ていな い離 れに落 ち着 いて も ら お う と い う 話 にな っ たのだ そ う

です 」  

「 可 奈 と八 重 に会 いたいわ 」  

そ う思 う と 、矢 も盾 もたま らなかった 。  

「 二 日 後 の戌 の刻 に 、新 日 吉 山 王 権 現 の前 で待 ち合 わせるこ と に し ま した 」  

こ の 新 日 吉 山 王 権 現 （ 日 枝 神 社 ） は 、 父 河 越 重 頼 が京 都 東 山 の新 日

吉 山 王 社 か ら 分 祀
ぶ ん し

し て こ の地 に創 建 し 、 河 越 氏 の 総 鎮 守
そ う ち ん じ ゅ

と し て 崇 敬
す う け い

し て い

る神 社 だ 。  

郷 子 は 、吉 次 のと ころに話 に行 った 。  

「 こ の先 で 、実 家 の河 越 館 を脇 を通 り ますので 、寄 って行 きたい と思 います 」  

「 頼 朝 殿 は 、 重 頼 殿 に鎌 倉 へ の出 入 り を 禁 じ た そ う で す よ 。 な に し ろ 、 あ の人

は 、配 下 の ものを も と も と 信 用 していな い 。 さ ら に 、梶 原 景 時 が 、謀 反 の恐 れあ

り と 讒 言 し て い る ら し い 。 な に し ろ 、 景 時 は 、 義 経 殿 に恨 み を持 っ て い ま すか ら

ね 。坊 主 憎 け り ゃ袈 裟 まで憎 いのた ぐいで し ょ う 。 だか ら 、 あ ま り お奨 めはできない

が 、 し か し 、貴 女 の赤 子 を見 せたい と い う 気 持 ち も判 り ま す 。 な に しろ 、重 頼 殿

は 、孫 の誕 生 を人 一 倍 喜 んでいた とい う こ と ですか ら 。 しか し 、河 越 館 に寄 るに



して も噂 が漏 れる事 は絶 対 に避 けなければな り ませんよ 」  

「 友 達 が隠 れ家 を手 配 して くれています 」  

「 そ う ですか 。それでは貴 女 の気 が済 む よ う に した ら良 いで し ょ う 。 われわれは 、先

に行 き ますが 、 東 山 道 の駅 々で聞 いて も ら えば所 在 が判 る よ う に し てお き ます 。

も し 、 貴 女 の河 越 での滞 在 が長 期 にな っ た ら 、 そ の後 いつで も平 泉 にあ るわた

しの館 を尋 ねてきて く だ さい 」  

「 い つ もなが らの心 配 り有 難 う ございます 」  

「 それでは 、お別 れし ますが噂 が漏 れないよ う に く れ ぐれ も注 意 するのですよ 」  

二 日 後 、 日 が暮 れ る と 、 郷 子 はややを抱 きなが ら 、 志 乃 と 新 日 吉 山 王 権

現 の鎮 守 の森 に急 いだ 。郷 子 に と っ ては 、 かつて毎 朝 の日 課 と し て三 日 月 に

乗 って きた と ころだか ら方 向 は熟 知 してい る 。 もちろん志 乃 も初 詣 などにきて良

く知 っている 。  

郷 子 と志 乃 が神 社 の境 内 に入 る と 、 可 奈 と 八 重 は既 に待 っ て いて 、 二 人 を

見 る と駆 け寄 ってきた 。可 奈 が挨 拶 もそ こそ こに言 う 。  

「 京 姫 ！よ く こ こ まで帰 って これ たわね 」  

「 親 切 に助 けて くれた人 がいたの 。あなた達 に もお世 話 にな り ます 」  

「 こ こ では 、貴 女 の事 を京 姫 と呼 んで 、毎 日 あなたの噂 話 でたいへんだったのよ 。

わ た し た ち を頼 っ て く れ て嬉 し いわ 。 で も 、 河 越 館 には 、 頼 朝 の見 張 り が い るか

ら用 心 しな く ては 」  

「 頼 朝 の見 張 り？ 」  

「 お 館 さ ま が 、 蟄 居
ち っ き ょ

を 命 じ ら れ て 、 それ を見 張 る た め に鎌 倉 か ら 派 遣 され た侍

が三 十 人 ほど河 越 館 にいるのよ 」  

「 河 越 の武 士 達 はど う したの？ 」  

「 河 越 の武 士 達 は 、畠 山 重 忠 殿 の預 か り にな っていまは秩 父 のほ う にいるの 」  

「 それでは 、 さ っ そ く行 き ま し ょ う か 」  

八 重 が う な が す 。 八 重 の家 は 、 こ の 神 社 か ら 入 間 川 に よ っ た河 越 館 か ら 、

それほど離 れていない と ころにある 。  

四 人 が入 間 川 の傍 まで来 る と 、 河 原 で数 名 の侍 が酒 を飲 んでい るが見 え

た 。 こ の辺 り に は川 か ら田 んぼへの水 の取 り 入 れ口 と な っ てい る 堰
せ き

があ り 、 魚 が

良 く釣 れる 。かれらは釣 り を楽 しんだ後 に酒 宴 に移 った ら し い 。  

四 人 が草 む ら に隠 れなが ら移 動 している と 、 侍 の一 人 が突 然 立 ち上 が って 、

彼 女 らのい るほ う へ近 づいてきた 。四 人 が草 む ら に身 を伏 せる と 、 その侍 は近 く

ま で 来 て 、 四 人 の目 の前 で袴 を下 ま で ず り 降 ろ す と 小 水 を始 め た 。 可 奈 は 、

丸 い身 体 を さ ら に 丸 め て必 死 にな っ て笑 いを堪 えて い る 。 郷 子 は 、 赤 子 が泣

き出 さ な いか それが心 配 だ っ た 。 長 い小 水 が終 わ り 、 侍 が ま た河 原 に戻 る と 、

四 人 は 、かれ ら に気 付 かれない よ う に 、静 かに移 動 を始 め 八 重 の家 の門 を く ぐ

っ た 。  

八 重 の家 は 、 こ の辺 り に 大 規 模 な土 地 を所 有 す る豪 農 で 、母 屋 の他 に 、

い く つかの離 れがあ り 、 その一 つが今 空 いている とい う 。  

四 人 が離 れに入 る と簡 単 な食 事 が用 意 されていた 。  



「 今 日 は疲 れてい るで し ょ う か ら 、 こ こで ゆ っ く り し てね 。 それか ら 、服 を用 意 し と い

たか らそれを着 てね 」  

部 屋 の隅 には 、農 婦 の着 る粗 末 な麻 の服 が置 かれていた 。  

「 あ り が と う 」  

農 婦 に化 けな さい とい う のだ 。郷 子 は 、かれ らの配 慮 に感 謝 した 。  

「 ま た明 日 はな し ま し ょ う 」  

そ う言 う と可 奈 と八 重 は二 人 を残 して帰 って行 った 。  

その夜 か ら 、 郷 子 は高 熱 をだ し て寝 込 んで し ま っ た 。 ど う や ら ず っ と 張 り 詰 め

ていた神 経 がほ っ と し て気 が緩 んで し ま っ た ら し い 。 八 重 が毎 日 食 事 を運 んで

きて く れ る 。 八 重 は 、 も う 所 帯 を持 ってやは り こ の屋 敷 の離 れの一 つに住 んでい

るか ら 、 亭 主 が毎 朝 畑 に出 た後 は 、か な り 自 由 に振 舞 え る のだ 。 可 奈 も毎 日

見 舞 いに来 て くれ る 。  

可 奈 も八 重 も 、郷 子 が京 に着 いた初 日 にした義 経 への武 勇 伝 は噂 で知 っ

ていた 。  

「 噂 に よ る と婿 殿 に木 刀 で討 ちかか っ て 、投 げ られて 、挙 句 の果 てに無 礼 者 と

怒 鳴 っ た っ てい う じ ゃ な い 。 も う み んな で腹 をかか えて笑 っ て し ま っ たわ 。 京 姫 は

昔 からそそっか し と ころがあるか ら 、や り そ う だわって 」  

「 あ い つ が 、 最 初 にわ た し を起 こ し て名 乗 ればそ んな こ と に は な ら な か っ た の よ 。

それなのに疲 れて寝 ているわたしを棒 でつついた りするか らいけないのよ 」  

「 よ く 婚 約 破 棄 されなかったわね 」  

「 わ た し も心 配 したけど 、なんだか面 白 かったみたい 」  

「 ね え 、義 経 さ ま ってどんなひ となの 。鬼 神 のよ う に恐 いひ と じ ゃないの 」  

「 と んで もない 。 ま るで天 真 爛 漫 な子 供 みたいなひ と よ 」  

「 ま さ か 。 う そみたい 」  

昔 なじみが三 人 集 まる と こんな調 子 で話 がいつまで も尽 きないが 、郷 子 の熱

が下 がらないので 、名 残 惜 しげに早 めに帰 ってい く 。  

志 乃 が農 婦 姿 で外 出 し ていたが 、帰 っ て く る と 、 新 日 吉 山 王 権 現 に郷 子

の病 気 の快 復 を祈 願 し 、 つ い で にお田 植 え祭 り へ の参 加 を申 し込 んで き たの

だ と話 した 。  

お 田 植 え 祭 り に は 、 農 民 の総 意 で 今 ま で ど お り 重 頼 が招 待 さ れ 、 河 越 氏

一 族 も全 員 が参 加 する こ と にな っている 。  

志 乃 の祈 願 が効 い た の か 、 可 奈 と 八 重 と の た わ い な い 話 が 効 い た の か郷

子 は熱 が下 がって元 の通 りすっか り元 気 になった 。  

お田 植 え祭 り の 前 日 、 送 別 会 に参 加 し て く れ た幼 馴 染 が ぞ く ぞ く と 離 れ に

集 ま っ て き た 。 み ん な は 、 都 か ら 聞 こ え て く る 義 経 と 京 姫 の噂 話 やい ま は頼 朝

に追 われている悲 劇 の主 人 公 とな っ た本 人 に会 えて単 純 に興 奮 して 、口 々に

「 頑 張 っ てね 」 と 声 をかけ る 。 そ し て 、 郷 子 が抱
だ

いてい るややを覗 き込 む と 「 こ れ

が 、あの義 経 さ まの姫 なのね 」 と感 激 した声 をだす 。  

可 奈 が 「 京 姫 が こ こ に い る事 は 、 夫 や親 兄 弟 で も絶 対 に話 し てはだめ よ 」 と

念 を押 す 。  



それ か ら 、 郷 子 と 義 姫 を お館 さ ま 一 族 と 会 わせ る た め の い ろ い ろ な段 取 り が 、

踊 り に参 加 する もの 、楽 曲 を担 当 する もの 、早 乙 女 と し て田 植 えを実 演 する も

の 、儀 式 には参 加 せずに京 姫 を守 る ものの間 で それぞれ打 ち合 わされた 。  

お田 植 え祭 り の 当 日 、 郷 子 は ご く 普 通 の麻 の農 婦 の衣 裳 を着 て 、 や や を

背 中 に負 ぶった 。志 乃 は 、田 植 えの実 演 に参 加 するため 、紺 のかす り を着 て 、

真 っ赤 な手 っ甲 、脚 絆 、 たすきをつけ 、姉 さ ん被 りの頭 に田 笠 をかぶった早 乙

女 衣 裳 である 。  

お 田 植 え 祭 り に 参 加 す る 人 は 、 み ん な 新 日 吉 山 王 権 現 に集 ま っ て 、 ま ず

神 主 か らお祓
は ら

いを う け た 。 その後 神 主 に よ り 穀 物 の豊 かな実 り が祈 願 され 、田

植 女 たちに早 苗 が授 与 される と一 同 打 ち揃 って御 田
み た

に歩 いていった 。御 田 に

は 、すでに入 間 川 から取 り入 れ られた水 が満 たされている 。御 田 の前 には仮 設

の舞 台 が作 られていて 、 その横 には 、紅 白 の幕 が張 られ 、その前 の 床 几
し ょ う ぎ

にはお

館 さ ま一 同 が座 っている 。 そ し て 、 その周 り を 、頼 朝 か ら派 遣 された見 張 り役 の

武 士 が十 人 ほどで取 り囲 んでいた 。  

御 田 をは さ んだ向 かい側 には 、村 人 が総 出 で祭 り の行 事 に参 加 してい るが 、

郷 子 も農 婦 の姿 を してその中 に混 ざ っ ていた 。郷 子 が赤 子 を抱 いてい る と ど う

い う 訳 か 、 郷 子 の周 り に は 、 同 じ よ う に 乳 飲 み子 を抱 いた若 い農 婦 が七 ～八

人 いて郷 子 を取 り囲 む よ う に し ている 。太 鼓 や笛 などの楽 器 がな り始 ま る と 、 歌

い女 に よ っ て田 植 え歌 が唄 われ 、 舞 台 の上 で は神 楽 女 に よ る 田 舞 が披 露 さ

れ る 。 御 田 で は 、 白 装 束 に 田 笠 を被 っ た 二 人 の甴 が 、 牛 を 使 っ て田 を耕 す

代 掻
だ い か

きの儀 式 を行 っていた 。  

郷 子 は 、 御 田 を は さ ん だ 向 か い 側 か ら 、 父 重 頼 と 四 人 の兄 妹 を見 つ め て

いた 。 郷 子 は 、 こ の先 、 可 奈 や八 重 や幼 馴 染 たちが ど の よ う な 仕 掛 けを準 備

し てい る のか聞 いていなか っ た 。 紅 白 の幕 の前 で 、三 十 人 ほ ど の早 乙 女 衣 裳

に身 を固 めた田 植 女 がお館 さ ま一 同 に挨 拶 を行 ってい る 。 その中 に志 乃 がい

るはずだ 。志 乃 の顔 は 、父 も兄 妹 も全 員 が知 ってい る 。  郷 子 が 、だれか志 乃

に気 付 い て欲 し い と 祈 る よ う な 気 持 ちで願 っ た が 、 同 じ よ う な 衣 裳 を し て田 笠

を被 った田 植 女 の一 人 ひと り に だれ も特 に注 意 を払 っていない よ う だ 。田 植 女

が 、挨 拶 を終 えて引 き上 げ よ う と し た その時 に 、誰 かが前 の女 にぶつか っ た 。ぶ

つか られた女 は 、前 に転 ぶとその拍 子 に田 笠 と姉 さんかぶ り を取 り落 と した 。  

郷 子 が見 てい る と 、 兄 の小 太 郎 が隣 の父 の袖 を引 いた 。父 も気 付 いた よ う

だ 。 田 笠 を落 と し た女 は 、 そ の笠 を郷 子 のい る方 角 に ゆ っ く り と 向 け る と そ の ま

ま 何 事 も な か っ たかの よ う に 田 笠 を被 り な お す 。 田 植 女 た ち は 、 揃 っ て歩 き出

す と 、 も う 代 掻 きが終 わった田 に入 っ て 、 一 列 に並 ぶ と田 植 え歌 にあわせて早

苗 を植 え始 めた 。  

郷 子 が父 と兄 妹 を見 てい る と 、彼 ら も こち ら を見 てい た 。 しか し 、遠 く か らでは 、

誰 が郷 子 か確 認 できない よ う だ 。 郷 子 は 、義 姫 を上 に掲 げ よ う と 思 っ たが 、怪

し まれ るのではないか とい う気 が して出 来 なかった 。  

し ば ら く す る と 、 父 と兄 妹 が床 几 か ら立 ち上 が っ た 。 それか ら 、 み んなで田 植

えを近 くか ら眺 めるふ り を しなが ら御 田 の周 り を回 って郷 子 の方 に揃 って歩 いて



く る 。 同 じ よ う な 農 婦 姿 に乳 飲 み子 をかか え た若 い女 たち の前 ま で 来 る と 、 父

は順 番 に乳 飲 み子 を腕 に抱 いて 、何 かを話 しかけた 。郷 子 は 、三 番 目 だ 。  

初 めは 、な んの興 味 も見 せていなか っ た見 張 り 役 の武 士 の頭 が何 を感 じ た

の か部 下 に命 じ る と 一 斉 に父 や兄 妹 の一 行 に足 早 に向 か っ て き た 。 す る と 、

突 然 御 田 の田 植 女 から悲 鳴 が上 がった 。見 張 り役 の武 士 が驚 いて立 ち止 ま

る と 、 二 人 の田 植 女 が泥 に ま みれて取 っ組 み合 い の喧 嘩 を し てい る 。 二 人 の

喧 嘩 が激 し く な る と 、 一 方 の田 植 女 を応 援 し てい たほ う が 、 他 方 の田 植 女 を

応 援 し てい る ほ う に 泥 を丸 めた玉 を投 げつけた 。 双 方 二 手 に分 かれて 、泥 玉

の投 げ あ い に な っ た 。 御 田 の中 は 騒 然 と し て い る が 、 田 植 え 歌 と 舞 台 の上 の

田 舞 は 、通 常 通 り に行 われてい る 。 見 張 り 役 の武 士 が 、田 植 女 同 士 の喧 嘩

を収 め よ う と 御 田 に近 づ く と 、 い ま ま で喧 嘩 していた田 植 女 が今 度 は 、 それ らの

武 士 を目 掛 けて泥 玉 を投 げつけ始 めた 。武 士 があわてて逃 げる と 、田 植 女 た

ちは 、追 いかけて泥 玉 を投 げつけ る 。逃 げ回 る武 士 と それに泥 玉 を投 げつけ よ

う と 追 い回 す田 植 女 の間 で ま る で子 供 の遊 びの よ う な 追 いかけ ご っ こ が 始 ま っ

た 。  

重 頼 は 、郷 子 か ら赤 子 を受 け取 る と目 を細 めた 。  

「 こ んな可 愛 い姫 はいま まで見 たこ とがない 。名 前 はなん とい う 」  

「 義 姫 でございます 」  

「 そ う か 。良 い名 じ ゃ 」  

重 頼 が郷 子 を じ っ と見 つめた 。郷 子 は 、父 か ら こ んな優 し い目 で見 られたの

は生 まれて初 めてのよ う な気 がした 。  

「 ご迷 惑 をおかけいたし ます 」  

「 お前 のせいではない 。孫 をたのむ 」  

重 頼 は 、そ う言 う と さ り げな く隣 の若 い女 のややを腕 に抱 いた 。  

小 太 郎 重 房 、重 時 、重 員 、綾 姫 、重 方 が次 々 と郷 子 の前 を通 っ て ゆ く 。

一 人 ずつ目 を合 わせなが ら 、 これ が今 生 の別 れか も し れな い と 思 う と 涙 が出 て

止 ま らない 。綾 姫 は、目 を真 っ赤 にさせて泣 いている 。  

父 と兄 妹 との対 面 が終 わる と 、郷 子 はす ぐにその場 を離 れて群 衆 の中 に紛

れ込 み、そのま ま離 れに帰 ってきた 。  

郷 子 が 、ややを寝 かしつけている と志 乃 が泥 だらけにな って帰 ってきた 。  

「 お 田 植 え祭 り が 、 こ んな に楽 しい もの だ と は思 っ て もみ ませんで したわ 。 それ に 、

母 と も会 えたのです よ 。田 植 女 姿 で泥 だらけにな っていたので 、あ っけに と られて

い ま し たが 、 それがおか し く て ・ ・ た だ父 は 、 畠 山 重 忠 の と こ ろ に行 っ ていて会 え

ませんで した 」  

 

翌 朝 はや く 、可 奈 と八 重 が離 れにやってきた 。  

「 昨 夜 は 、みんなで祝 杯 をあげてすご く盛 り 上 がっ たの よ 。大 成 功 だっ て 。泥 玉

を持 って 、 あいつ らを追 いかけ る と 、 いつ もは威 張 ってい る く せに必 死 になっ て逃

げ回 るの だか ら 、 お か し く て 、 お か し く て 。 そ の後 、 あ いつ ら が 『 な んで こ んな こ と を

す る のだ 』 と 文 句 を言 う か ら 、 『 こ れが こ の辺 り のお田 植 え祭 り の風 習 です 』 と 言



っ て や っ た ら 、 『 そ れ じ ゃ し ょ う が な い 』 と 憮 然 と し て い る の 。 『 あ い つ ら 馬 鹿 じ ゃ な

いの 』 と み んなで腹 を抱 えて笑 ったわ 。 で も 、 や っ ぱ り な にかおか しい と疑 っ てい る

様 子 なので 、す ぐ に出 立 したほ うが良 い と思 うの 」  

「 あ り が と う 。 おかげ さ まで 、父 や兄 妹 に会 う こ と が出 来 た し 、義 姫 を見 せる事 が

できたわ 。みんなあなたたちのおかげよ 」  

郷 子 は 、二 人 の手 を握 り締 めた 。  

「 な に い っ て る の 。 み ん な 幼 馴 染 じ ゃ な い 。 そ れ に 京 姫 は 、 わ た し た ち の 中 で は

唯 一 の有 名 人 。応 援 した く な るのはあた り ま えで し ょ う 」  

「 な んのお礼 もできないわ 」  

「 そ んな こ といいのよ 。 さ あ支 度 して 」  

八 重 が 、二 人 に衣 裳 を手 渡 し た 。 粗 末 な麻 の小 袖 に細 帯 を締 め 、 そ の う

え に 袖 のな いふ さ ふ さ の狐 の毛 皮 を は お る 。 足 に は脚 絆 を巻 い て 、 わ ら じ を 履

いた傀 儡 女
く ぐ つ め

の衣 裳 である 。郷 子 は 、 さ ら に背 中 に義 姫 を入 れた笈
お い

を担 いだ 。  

「 お 田 植 え祭 り で あやつ り 人 形 劇 を見 せていた傀 儡 女 か ら借 り た の よ 。 今 日 こ

こを出 て上 野 国 に向 か う と い う か ら 、 そのなかに紛 れ込 んだ らいい と思 ったの 」  

傀 儡 は 、狩 猟 しなが ら諸 国 を旅 し 、行 く 先 々の村 でなにかお祭 り があ る と芸

能 も みせ る流 浪 の旅 芸 人 の集 団 であ る 。 あ や つ り 人 形 劇 を得 意 と す る が 、 そ

の他 の諸 々の多 彩 な芸 も見 せて生 業 と している 。  

「 わ た したち傀 儡 女 に見 えるか し ら 」  

志 乃 が心 配 するが 、八 重 が言 う 。  

「 大 丈 夫 。た っぷ り と お米 を渡 しておいたか ら 、 き っ と助 けて くれ るわ 」  

可 奈 と八 重 は 、郷 子 と志 乃 を二 十 名 ほどの傀 儡 の一 団 が野 宿 していた と

ころ まで案 内 する と 、 「 見 つか っ た ら 大 変 だか ら 」 と 言 っ て 、別 れの挨 拶 もそ こ そ

こに帰 っていった 。  

郷 子 は 、去 ってい く二 人 を見 送 りながら 、心 の中 で手 を合 わせた 。  

（ 故 郷 の友 達 ほどあ りがたい ものはないわ 。 こ こに来 て よか った ）  

すで に準 備 を終 えていた傀 儡 の一 団 は 、郷 子 と志 乃 が加 わ る と 頭 目 の命

令 です ぐ に出 発 した 。 甴 が七 名 、女 が十 名 いて 、 子 供 も四 人 ほ ど い る 。 荷 物

を積 んだ牛 車 と二 頭 の馬 も連 れてい る 。 こ こ で は頭 目 の命 令 が絶 対 でみんな

その指 示 通 りに動 く よ う だ 。  

河 越 の村 はずれに来 る と 、 東 山 道 武 蔵 路 に入 る直 前 の仮 設 小 屋 に武 士

が数 名 いて 、 村 への出 入 り を見 張 っていた 。 彼 ら は 、 傀 儡 の一 団 が村 を出 て

行 く のを黙 ってみていたが 、突 然 武 士 の一 人 が叫 んだ 。  

「 ち ょ っ と待 て 」  

その武 士 は 、傀 儡 の一 団 に歩 いて く る と 、志 乃 を指 差 して言 った 。  

「 こ の 女 は 、 昨 日 た し か田 植 女 の中 にいたぞ 。俺 に泥 玉 をぶつけたか ら良 く 覚

えている 」  

頭 目 が 、おだやかに答 えた 。  

「 い え 、 この女 は傀 儡 女 に間 違 いございません 」  



「 た し か に 、 着 て い る 物 は そ う だ が 、 傀 儡 女 に し て は 色 が白 す ぎ る し 、 見 か け も

違 う 。 も し 、傀 儡 女 とい うな ら 、芸 を見 せてみろ 」  

「 こ の女 は 、耳 が聞 こえず 、口 もきけない哀 れな女 でございます 。お許 しを 」  

「 い や 、 芸 の出 来 な い傀 儡 女 は ご く 潰 し と し て 捨 て ら れ る と 聞 い て い る 。 な に か

芸 が出 来 るはずだ 」  

志 乃 は 、 そばに立 っ ていた傀 儡 の甴 か ら持 っ ていた独 特 の弓 と矢 を受 け取

る と 、 弓 に矢 をつが えて 、 無 造 作 に空 中 にはな っ た 。 見 ていた も のは 、 あ っ と 驚

いた 。 矢 は 、 飛 んで いたすずめの羽 に刺 さ り 、 すずめ と 共 に下 に落 ちて き た のだ 。

志 乃 が 、すずめを拾 い上 げて矢 をすずめの羽 からぬ く と 、 すずめはまた飛 び去 っ

ていった 。  

「 疑 いが晴 れま しので 、失 礼 いたし ます 」  

頭 目 がそ う言 っ て集 団 に合 図 す る と 、一 行 は また動 き出 した 。 さ き ほ ど の武

士 は 、 も う何 も言 わなかった 。  

 

第 二 十 三 章     了  


